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解剖学上では大きく「大腿骨頸部骨折」「大腿骨転子部骨折」に分けられる、脚の付け根（股関節）の

骨折のことです。ほとんどの場合が転倒により受傷します。歩くことが困難になり日常生活に障害がお

きるため、要介護や寝たきりの原因としても上位に挙げられています。治療には約97％の方が整形外科

による手術（人工骨頭置換や骨接合）が必要となり、その後リハビリが必要となります。年齢別発生頻

度としては、男性・女性ともに80歳以上の方に突出して多く発生します。全体では70歳以上の方で

90％以上を占めています。

手術後の歩行能力は受傷前と比べて低下することが知られており、元が自立歩行されている方は杖が

必要になることが多く、元々杖歩行の方は介助が必要になったり、車椅子を余儀なくされる場合もあり

ます。元々移動に介助が必要な方や、認知症を合併する場合は高い頻度で車椅子、寝たきりになるとい

われています。

どこまで回復できるかは、元々の脚の筋力や日常生活の活動性に依存すると考えられます。脚の筋力

を維持して転倒を予防することが一番ですが、万が一けがをしてしまった場合でも、元々の筋力が強い

ことは回復にも有利です。

当院では年に数回転倒予防教室を行っています。転倒予防について興味のある方はぜひご参加ください。

お待ちしております。
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大腿骨近位部骨折とは？
医療安全シリーズ 「転倒転落防止」

●リハビリテーションセンター副主任・理学療法士 三上晃生

1月21日午前10時から、新病院の建設現場で、岡山労働局長

による安全パトロールが実施されました。当日は岡山労働局

から三上労働局長をはじめ4名、建設業労働災害防止協会岡山

支部から安全指導者等5名、その他報道関係者も巡回に同行し、

4階の屋上庭園では労働局長へのインタビューも行われました。

今回のパトロールの総評として、非常にレベルの高い工事

現場であったとお言葉をいただきました。
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